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１．委員の指摘及び提言概要 

LDH の特性を利用して硝酸性窒素の除去を目指した重要な研究であり、基礎的な研究成果である

が、科学的な新たな知見が得られている。硝酸については、国内外で今後も重要な課題であり、イ

オンの選択性やコストの問題など残された問題はまだ多いが、離島や海外での活用に加えて、浄水

場政策によって国内の農業地域においても有用となる可能性がある。今後、汚染物質の選択性や破

かの評価のため流通系の実験を実施し、具体的な事例を積み上げて経済性も検討した上で実装可能

性などについてさらなる考察や検討を期待したい。 

 

２．採点結果 
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